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· 実習

「スウェイル作り」（ちの）

☆スウェイル（swale）とは…
パーマカルチャーの考え方による、土地の保水力をよくし、土地を肥やすための溝。等高線上に掘ることで、雨水をため、ゆっくりと流し、土の流出を防ぐ。スウェイルがその土地にあることで「土地が安定する」。常に水が流れている水路ではない。

☆スウェイルの作り方…
1 ホースを使った水盛りにより、等高線を出す。ホースに水を入れ、両端を木の杭などに結びつけ、両方の水盛りが同じ位置になるように調節する。水盛りが同じ位置＝水平となり、等高線が分かる。水平が出たら、印を付けておく。

②約1.8mの間隔で等高線を出していく。
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③位置の目印となる小さな杭を打ち、糸を張っていく。等高線に沿って深さ30〜50cmほどの溝を掘る。

④堀った土は、斜面の外側に盛る。盛った部分には、次回ブルーベリーなど、水を好む植物を植える予定。
